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1．プロジェクト概要



1-1. 背景と実施内容についての弊社理解 1/3
（１） 背景についての弊社理解
「富岳」は日本のフラグシップスーパーコンピューターとして開発され、2020年度、新型コロナウイルス対策を
目的とした優先的な試行的利用を経て、2021年3月に供用が開始された。
「富岳」は科学面での貢献のみならず、人々が安全・安心・快適に生活を営む未来社会「Society5.0」の
実現に貢献することが求められている。これを踏まえ、2020年度に、貴所において「Society5.0実現に資
する体制制度の検討」が実施された。
2021年度に、貴所、文部科学省、一般財団法人 高度情報科学技術研究機構（以下RIST）の下
記取組みにより、Society5.0への貢献に向けて、課題の整理と、施策の具体化が進行している。
• 2021年4月、貴所によるSociety5.0推進拠点の設置

- Society5.0時代にスーパーコンピューターに期待される新たな役割と、その具体例を「富岳」
BEGINS等内外のイベントにおいて発信

- 「富岳」Society5.0推進の対象となる課題案の調査・検討、及び、連携機関との協議によるプ
ロジェクトメイキング（弊社支援対象）

- ポテンシャルユーザーの利用促進施策の調査・検討（弊社支援対象）
• 2021年9月、文部科学省により、「富岳」Society5.0推進利用課題の公募が開始

- Society5.0の実現に資する成果を、「富岳」を用いて早期に創出する
- Society5.0を担う潜在的なユーザーへの利用拡大を図る

• 2021年10月、文部科学省、 RIST、貴所の三者によるポテンシャルユーザー対応ワーキンググループ
（以下、ポテンシャルユーザー対応WG）の設置

- 「富岳」利用者の裾野拡大の抜本的な強化へ向け、調査・検討を実施
弊社は2021年度に「「富岳」Society5.0推進拠点運営の調査支援業務」を受託し、貴所Society5.0
推進拠点にて、下線項目の支援を行った。
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1-1. 背景と実施内容についての弊社理解 2/3
（２）実施内容についての仕様書概要
上記の背景を踏まえ、実施内容についての仕様書概要は下記の通り。（１）（２）（３）及び１）
２）は仕様書記載の項番である。

（１）「富岳」Society5.0推進利用課題のプロジェクトマネジメントの支援業務
• 創薬、マテリアル、スマートシティなどのプロジェクトについて、産学官の連携（コンソーシアム等）の
取組みや運営を支援する。

• 他の国や自治体、アカデミアや企業のプロジェクト等について網羅的に調査し、それらとの連携を支
援する。

（２）「富岳」のポテンシャルユーザーの開拓と新たな「富岳」Society5.0推進利用課題のプロジェクトメイ
キングの支援業務
１）「富岳」のポテンシャルユーザーの開拓支援

• 文部科学省、RIST、R-CCSの三者によるポテンシャルユーザー対応WGの検討結果を踏まえ、
Society5.0実現に貢献するべく新たな主体による利用創出を支援する。

• ポテンシャルユーザーを開拓するために、利用制度、技術的な支援、アウトリーチなどの改善点を網
羅的に調査・抽出する。

２）新たな「富岳」Society5.0推進利用課題のプロジェクトメイキングの支援
• 創薬、マテリアル、スマートシティ以外の分野で、開拓されたユーザーと連携し、新たな「富岳」

Society5.0推進利用課題の活用の可能性を検討し、利用候補課題を抽出する。
本取組みは、理化学研究所や理研鼎業等との内部連携を含めて実施する。
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1-1. 背景と実施内容についての弊社理解 3/3
（２）実施内容についての仕様書概要（前項の続き）

（３）政府によるポスト「富岳」のフィージビリティスタディの調査業務とその内容を踏まえた中長期的な
Society5.0の実現に対応した企画立案支援業務
１）ポスト「富岳」のフィージビリティスタディの調査

ポスト「富岳」時代の次世代計算基盤の戦略的な整備に向けて実施されるフィージビリティスタ
ディについて、海外の技術の技術動向も含めて広く調査する。

２）中長期的なSociety5.0の実現に対応した企画立案支援
１）の情報収集を踏まえ、サイバー空間とフィジカル空間の融合による新たな価値創出につな
がる 、中長期的なSociety5.0の実現に対応した企画立案を支援する。

仕様書（３）１）ポスト「富岳」のフィージビリティスタディの調査業務については、「Society5.0推進拠
点のポスト「富岳」のフィジビリティスタディチームとの連携支援（FSレクチャー支援・FSシンポジウム講師リス
ト作成） 」に変更し実施した。
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1-2. 体制

R-CCS
「富岳」Society5.0推進拠点

弊社

未来共創デジタル本部 本部長 本間
理研数理 取締役 松崎

未来共創デジタル本部
コンサルタント 藤川
理研数理 久須見

白井コーディネータ

責任者

プロジェクトリーダー プロジェクトリーダー

松岡拠点長
信濃拠点長代理
伊藤副拠点長

責任者

理研数理 大泉
未来共創デジタル本部
コンサルタント 有田

「富岳」利用促進 担当

日本総合研究所 創発戦略センター
所長 松岡

シニアマネジャー 齊木
マネジャー 三島
コンサルタント 逸見

調査協力、ノウハウ提供、
アドバイザ

ソーシャルトランスフォーメーション事業本部
真鍋、森山

営業

エンジニアリング事業本部
材料・ライフサイエンス部 部長 小沢

マテリアル領域アドバイザ

メンバー

ご担当

未来共創デジタル本部
コンサルタント 藤川（兼）
コンサルタント 嵯峨

Society5.0枠の有効活用 担当
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1-3. 会議体
本プロジェクトの推進にあたり、会議体の運営について、以下の通り実施した。

No 会議体 頻度 所要
時間

内容
※（１）～（３）、１）２）は仕様書記載の項番 参加者

1
Society5.0
推進拠点定
例ミーティング

隔週 2h
•No.2の「富岳」Society5.0推進活用実務者会議での報
告・相談後の重要事項の松岡拠点長への報告・相談
※貴所で実施されるSociety5.0推進拠点定例ミーティング
にて、報告をさせて頂く

•拠点長、拠点長代理、
副拠点長、コーディ
ネータ、拠点メンバー

•弊社メンバー

2
「富岳」
Society5.0
推進活用
実務者会議

隔週 1~2
h

•（１）「富岳」Society5.0推進利用課題のプロジェクトマ
ネジメントの支援業務、（２）２）新たな「富岳」
Society5.0推進利用課題のプロジェクトメイキングの支援
業務、（３）政府によるポスト「富岳」のフィージビリティスタ
ディの調査業務とその内容を踏まえた中長期的な
Society5.0の実現に対応した企画立案支援業務、の報
告・相談

•No.3の「富岳」利用促進実務者会議で検討後の主要
テーマを信濃拠点長代理・伊藤副拠点長に報告・相談

•拠点長代理、副拠点
長、コーディネータ、拠
点メンバー

•弊社メンバー

3
「富岳」利用
促進実務者
会議

隔週 1~2
h

•（２）１）ポテンシャルユーザ開拓支援業務の報告・相
談』の報告・相談
※2022年12月より、No.2の会議へ統合。

•コーディネータ、拠点メ
ンバー

•弊社メンバー

4 ビッグピクチャー
打合せ 週 2h

•Society5.0社会の実現に向けて、概念の整理と当面取り
組むべきことを、S5拠点とJSOL/理研数理の間で議論し整
理。
※2022年9月から2023年1月まで活動

•拠点長代理、副拠点
長、コーディネータ、拠
点メンバー

•弊社メンバー

5 最終報告会 1回 ― •Society5.0推進拠点定例ミーティングにおいて、本委託業
務の最終報告を実施。

• No.1の会議と同様
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2-1. プロジェクトマネジメントの概要
本報告書では、「富岳」のポテンシャルユーザー開拓や、「富岳」ユーザー・非ユーザーによるコミュニティ形成を経
て、具体的なプロジェクトのテーマ・体制・実施方針の決定までを「プロジェクトメイキング」と定義し、決定後、プ
ロジェクト予算の獲得や計算資源の申請、プロジェクト実施における伴走支援を「プロジェクトマネジメント」と定
義している。

プロジェクトマネジメント支援の主な内容
• 目指すプラットフォームの姿の描画
• プロジェクト体制の組成
• 適切なステークホルダへのアプローチによる外部機関やプロジェクト間の調整
• 「富岳」Society5.0推進利用課題を始めとする計算資源獲得の支援
• PIやS5拠点の調査依頼に基づく、外部資金獲得に向けた調査
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2-2. プロジェクトマネジメント支援業務
プロジェクトマネジメント支援業務として、以下のプロジェクトの支援を実施した。

• 【創薬プラットフォーム】 計算資源として、「富岳」Society5.0推進利用課題への申請を支援し、採択さ
れた。プロジェクト予算についても申請を支援し、採択された。

• 【計算化学アプリケーション利用者向け計算サービスの開発と実証】 「富岳」産業課題（B期）において、
計算化学アプリケーションを対象に、「富岳」のより簡便なアプリケーション利用をサポートするツール/サービ
スの開発・整備が行われ、弊社はJ-OCTAを提供している。ユーザはJ-OCTAから「富岳」にジョブ投入し、
GENESIS等の計算に「富岳」を利用する。「富岳」の既存ユーザ・ポテンシャルユーザ双方の利用促進に
資する取組みとして、本支援業務においてS5拠点に情報連携し、議論を行った。

• 【SATREPS】 JST/JICAの国際協力プログラムにおける「富岳」活用支援として、東大生研への「富岳」
活用に関するヒアリングを行い、課題解決のために運用技術部門と連携するなど、効果的な「富岳」の活
用へ向けて支援した。「富岳」の活用事例紹介として、SCA2023での発表に向けた調整を行った。

• 【神戸市スマートシティ】 『都市計画や防災計画に資する、「富岳」を活用したデジタルツインシミュレー
ション』の社会実装に向けた取り組みの一環として、連携企業への次年度計画に対する新しい提案（人
流・暑熱シミュレーションの住民サービス展開）を支援した。
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2-3. 他プロジェクトの調査と連携支援
他プロジェクトの調査と連携支援として、下記（１）～（３）を実施した。
（１）創薬プラットフォームの競合調査
（２）創薬・医療分野の関連プロジェクトの調査
（３）研究予算獲得へ向けた調査
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2-3. プロジェクトマネジメントの支援業務 【関連プロジェクト調査】
（１）創薬プラットフォームの競合調査
創薬プラットフォームの競合調査を行った。
調査結果は、HPC/AI駆動型医薬プラットフォーム部門に共有された。
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2-3. プロジェクトマネジメントの支援業務 【関連プロジェクト調査】
（２）創薬・医療分野の関連プロジェクトの調査（調査方針）

拠点方針

創薬

 LINCによる「「富岳」を機軸とした創薬DXプラットフォームの構築」のSociety5.0推進利用申請を支援する。
 「創薬DXプラットフォーム」構築後を見据え、創薬を取り巻く環境の変化を的確に把握し、技術的観点・社会
実装の観点からプラットフォームとの連携、予算獲得などの検討、支援を行うために、関連性のある国家プロ
ジェクトなどについて動向を調査する。

【対象】
当面は以下のプロジェクト・制度を対象とする。

• 従来から注視している①AMED/BINDS、②AMED/DAIIA、③内閣府PRISM
• 2021年度に閣議決定された「④ワクチン開発・生産体制強化戦略」、及び、戦略に基づいて設置された
⑤AMED/SCARDA（先進的研究開発戦略センター）

医療
分野

医療分野での「富岳」Society5.0推進枠の利用の可能性や、創薬との連携の可能性などについて検討して
いくために、国の「バイオ戦略」に基づいた健康・医療分野でのデータ基盤整備の開発・生産体制強化施策な
ど、健診データ・臨床データ活用に関連するプロジェクトの動向を調査する。
調査にあたっては「富岳」級の計算基盤が必要かどうかも見極めながら、必要に応じてアプローチを検討する。

【対象】
①「バイオ戦略」、及びグローバルバイオコミュニティ組織（首都圏、関西圏）
②関西圏での健診データ・臨床データ活用に関連するプロジェクト
大阪府の“健都”（吹田市岸部に市民病院、医薬基盤研AI健康・医薬研究センター、国立循環器病研
究センターが集まり、住民の健診データを取得予定。）など

創薬、医療分野での「富岳」Society5.0推進利用のプロジェクトメイキングに向け、S5拠点において候補課
題の調査方針を作成した。
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2-3. プロジェクトマネジメントの支援業務 【関連プロジェクト調査】
（３）創薬・医療分野の関連プロジェクトの調査（調査結果）
前述の創薬・医療分野の調査方針に基づき、創薬・医療分野で想定される関連プロジェクトについて、創薬
DXPFとの連携・予算獲得の観点、また、医療分野での新たなプロジェクトメイキングの可能性の観点から調査
を実施した。

１．創薬
創薬DXPFとの連携、予算獲得などの検討・支援に向け、関連性のある国家プロジェクトの動向を調査した。
①令和4年度から事業内容の見直しがあったBINDSの事業内容、及び今期の採択課題を確認した。
②「ワクチン開発・生産体制強化戦略」での創薬に関わる施策、ワクチン戦略の施策からAMEDに新たに設
置されたSCARDAの事業内容と、研究課題を確認した。

２．医療分野
「富岳」活用や、創薬との連携の可能性などについて、「バイオ戦略」の施策、健診・臨床データ活用に関連す
るプロジェクトの動向を調査した。
①「バイオ戦略」の政策内容と、首都圏グローバルバイオコミュニティ組織の概要と活動計画を確認した。
②関西圏での健診データ・臨床データ活用に関連するプロジェクト（北大阪健康医療都市「健都」、ライフデ
ザイン・イノベーション研究拠点）の概要を確認した。

【調査結果の概要】
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2-3. プロジェクトマネジメントの支援業務 【関連プロジェクト調査】
（４）研究予算獲得へ向けた調査
研究予算獲得へ向けた調査として、大阪・関西万博（以降、「万博」と略す。）（運営支援）に関する
研究テーマとの関連が想定される公募資金の調査を実施した。
競争的研究費（139件）、実証事業費（10件）、その他の情報源による公募資金（6,492件）より、
研究テーマ等のキーワード、予算額、公募テーマの合致・類似の採択実績の有無などの観点で絞り込み、
応募の可能性のある資金を抽出した。（下表）
本結果をもとに、3-1. プロジェクトメイキングの支援業務：【万博（運営支援）】にて、関連PIと応募へ向
けた相談を実施した。

研究費制度・予算
資金の
分類

（研究/実証）

想定 応募対象
プログラム
/助成金額

想定
次期公募
時期

想定
申請主体 応募に向けた課題

競
争
的
研
究
費

1 総務省 消防防災科学
技術研究推進
制度

研究：要
and
実証：要

基盤・応用研究 
（フェーズ２）
上限2,600万円/年度

2022年
10〜12
月

理研＋消防
機関

•消防機関等に所属する参画
者の調整

2 〃 社会技術研究
開発事業

研究：要
and
実証：要

通常枠
1,000万円上限/年

2023年
4月

理研

実
証
事
業
費

3 総務省 地域課題解決
のためのスマート
シティ推進事業

研究：－
実証：要

助成金額不明
（予算額から数千万円
程度と想定される）
補助率1/2の交付金

2023年
4月

自治体 •申請主体となる自治体への提
案、調整

•補助率1/2の交付金であり、自
治体での予算準備が必要

4 国土交
通省

スマートシティ実
装化支援事業

研究：－
実証：要

助成金額：2000万円
上限、応募者が負担す
る額を超えない範囲
（補助率1/2と同義）

2023年
4月

コンソーシアム
（自治体、企
業又は大学・
研究機関）
が申請主体

•補助率1/2の交付金であり、
自治体での予算準備が必要

•申請主体コンソの組成に向け
た協働者（自治体、企業）
候補の抽出、調整

そ
の
他

5 鹿島学
術振興
財団

特定テーマ研究
助成

研究：要
and
実証：要

1,000万円上限/年 2023年
7～11月

理研
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3-1. プロジェクトメイキングの支援業務
3-2. ポテンシャルユーザ開拓支援
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３．「富岳」のポテンシャルユーザーの開拓と
新たな「富岳」Society5.0推進利用課題の
プロジェクトメイキングの支援業務



3-1. プロジェクトメイキングの支援業務
プロジェクトメイキング支援業務として、以下を実施した。

• 【万博（運営支援）】 万博未来社会ショーケースへの提案を起点として、2025年日本国際博覧会協
会の危機管理部・交通部・運営部来場者サービス課との協議を進め、ニーズ・シーズのマッチングを経て
運営参加協賛の申し込みを行った。並行して外部機関との調整を進めた。

• 【万博（石黒パビリオン）】 万博のシグネチャーパビリオン「いのちの未来」（以降、「石黒パビリオン」と称
す。）とR-CCS「富岳」との連携を支援した。「富岳」を活用した研究成果（全脳シミュレーション、創薬
DX、気象制御、心臓シミュレーション）と石黒パビリオンの構想との連携へ向けた意見交換を経て、全
脳シミュレーションのパビリオンでの活用について具体的な協議を進めた。

• 【防災共通プラットフォーム/SIP3期スマート防災】 防災関連PIへのヒアリング・S5拠点でのディスカッショ
ンから、プラットフォームのコンセプトを作成した。また、R-CCSの関連研究者と連携し、SIP3期スマート防
災、スマートシティの実証の場としての大阪・関西万博、S5拠点が推進する防災共通プラットフォームが
連携した推進案を整理した。

• 【RSC連携】 R-CCS、RSC、京大による「社会インフラ経年劣化の定量的解析」での協業検討が開始
された。弊社は連携の事務局的な支援を行った。

• 【MS-5】 お茶の水大、早稲田大、CSRSのMS-5研究者とR-CCSの連携による「富岳」上のゲノム解
析プラットフォーム構築に向けたコミュニティ形成を行い、ハイレベル会議・解析実務者会議で具体的な
テーマ検討を行った。プロジェクト化は見送られたが、関連して、植物など他分野での創薬PFの活用検討
や、個別テーマでの「富岳」活用が実施された。
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3-1. プロジェクトメイキングの支援業務
プロジェクトメイキング支援業務として、以下を実施した。（前ぺージの続き）

• 【エネルギー】 2021年度の取組みを踏まえ、東大の「富岳」成果創出加速プログラム「スーパーシミュレー
ションと AI を連携活用した実機クリーンエネルギーシステムのデジタルツインの構築と活用」後を見据えた
コンソーシアムの状況を確認した。

• 【政策利用】 政策利用に向け、省庁担当者へ「富岳」及びR-CCSの研究内容を説明し、連携研究の
検討を行った。

• 【東大物性研】 S5拠点を窓口として、Society5.0実現に資する連携研究へ向けた講演会（東大物
性研セミナー）の開催にあたり、日程や講演内容の調整などを支援した。

19



3-1. プロジェクトメイキングの支援業務 【防災共通プラットフォーム/SIP3期スマート防災】
（１）防災DXプラットフォーム
防災関連PIへのヒアリング・S5拠点でのディスカッションから、プラットフォームのコンセプトを作成した。また、R-
CCSの関連研究者と連携し、SIP3期スマート防災、スマートシティの実証の場としての大阪・関西万博、S5
拠点が推進する防災共通プラットフォームが連携した推進案を整理した。
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3-2. ポテンシャルユーザ開拓支援

取組み 概要
（１）『産業界向け「富岳」利
用マニュアル』の改訂

• 『産業界向け「富岳」利用マニュアル』について、「富岳」で利用できるソ
フトウェア情報の更新や、制度面の変更を受け、改訂を行った。

（２）「ファーストタッチオプション・
クイックスタートガイド」の作成

• スパコンの利用経験のないユーザ向けに「富岳」のファーストタッチオプ
ションの利用方法を説明した「ファーストタッチオプション・クイックスタート
ガイド」を作成し、R-CCSのホームページで公開した。

• R-CCS運用技術部門、RIST、FOCUSと連携し実施した。
（３）「富岳」課題申請手続き
での“気づき”の共有

• 「富岳」ファーストタッチオプションを実際に申請・利用した上で、「富岳」
課題申請手続きでの“気づき”をRISTへ共有した。

（４）「富岳」の強みの整理 • 「富岳」の強みの整理を行い、有償利用の開拓に資する手段として、
4つのソフトウェアが有用であることを整理した。

• 「富岳」のハードウェアの特性を踏まえた強み・弱みを整理した。
（５）「京」産業利用課題およ
び「富岳」試行的利用課題の継
続利用の調査

• 「京」産業利用課題および「富岳」試行的利用課題が「富岳」産業課
題の利用にどのようにつながっているか、調査を実施した。

「富岳」のポテンシャルユーザーの開拓支援として下記の取組みを実施した。
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3-2. ポテンシャルユーザ開拓支援
（１）産業界向け「富岳」利用マニュアル
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3-2. ポテンシャルユーザ開拓支援
（２）ファーストタッチオプション・クイックスタートガイド
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3-2. ポテンシャルユーザ開拓支援
（５）「京」産業利用課題および「富岳」試行的利用課題の継続利用の調査
「富岳」無償課題を利用した企業について、有償課題への継続利用の傾向を分析するため、「京」産業利
用課題および「富岳」試行的利用課題が「富岳」産業課題の利用にどのようにつながっているか、調査を実
施した。
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4. 政府によるポスト「富岳」のフィージビリティスタディの調査業務と
その内容を踏まえた中長期的なSociety5.0の実現に対応した
企画立案支援業務

4-1. Society5.0社会の実現に向けて当面取り組むべきこと
4-2. ポスト「富岳」のフィジビリティスタディチームとの連携支援
4-3. その他、中長期的なSociety5.0の実現に対応した企画立案支援
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4-1. Society5.0社会の実現に向けて当面取り組むべきこと
○ 概要
• 9/2のS5拠点定例会で「将来ビジョン」に関する示唆を受け、9/8から1/18の間に計11回、S5拠点と

JSOL/理研数理で打合せを実施した。
• Society5.0の実現へ向けた、2030年の目指すべき未来と「富岳」・ポスト「富岳」の果たす役割を整理
した。

• 本資料をS5拠点の業務ガイドラインとし、今後のプロジェクトメイキングはガイドラインに沿って推進すること
とした。
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4-1. Society5.0社会の実現に向けて当面取り組むべきこと
（１）提案・プラットフォーム一覧と関連プロジェクト（1/2）

提案
No. 提案・プラットフォーム 関連プロジェクト

1 防災・減災部分をKOBEスマート
シティで先行して実証

•三者(神戸市、NTTドコモ、R-CCS) 都市計画・防災デジタルツイン
•県市COEを活用した避難対策(兵庫県)
•KOBEスマートシティ

2-① 防災DXプラットフォーム •SIP3期スマート防災
•大阪・関西万博運営支援
•防災科研・NICT・R-CCS3者連携
•国土交通省(近畿地方整備局)
•上記1

2-② 医療・ヘルスケアプラットフォーム •「富岳」創薬DXプラットフォーム
•創薬研究を加速する革新的スクリーニングライブラリープラットフォームの産学連
携構築

•グローバルバイオコミュニティ(BiocK、GTB)
•神戸市共創
•神戸市中央市民病院連携
•人間丸ごとSimulationPF

2-③ スマートデザイン •「富岳」が拓くSociety 5.0時代のスマートデザイン
•CISS第3期

Society5.0社会の実現に向けて当面取り組むべきこと（S5拠点の業務ガイドライン）の【提案1】・【提案2の
プラットフォーム】について、S5拠点が関係する「関連プロジェクト」を記載する。
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4-1. Society5.0社会の実現に向けて当面取り組むべきこと
（１）提案・プラットフォーム一覧と関連プロジェクト（2/2）

提案
No. 提案・プラットフォーム 関連プロジェクト

2-④ 材料開発 •「富岳」を活用した革新的光エネルギー変換材料の実現 
•データ創出・活用型マテリアル研究開発プロジェクト
•SIP3期サーキュラーエコノミー
•22年度B期計算化学アプリケーション利用者向け計算サービスの開発と実証

2-⑤ 気候変動リスク •理研天気予報
•R-CCS・JAXA共同研究
•気候変動リスク開示についての民間コンサルサービス

2-⑥ エネルギー需給マッチング •スーパーシミュレーションとAIを連携活用した実機クリーンエネルギーシステムの
デジタルツインの構築と活用

•Internet of Wind energyフォーラム
•「分散型水素・再エネシステム」社会実装研究会(理研鼎業)
•ムーンショット目標4

2-⑦ バーチャル「富岳」クラウドプラット
フォーム

•R-CCSとAWSとのMoU
•運用技術部門によるベンチマーク
•SaaSサービスプロバイダ候補との協業
•PaaS開発
•成果創出加速プログラム（開発・利用されたソフトウェア）
•次世代計算基盤に係る調査研究事業
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4-2. ポスト「富岳」のフィジビリティスタディチームとの連携支援
（１）FSチーム向けレクチャー

• 次世代計算機版に係る調査研究事業の理研FSチームとS5拠点が共催する「FSチーム向けレク
チャー」の「講師リスト」を作成し、講師への依頼等、開催へ向けた支援を行った。

• 3/9と3/10にFSチーム向けレクチャーを開催した。
• 3/13にFSチームと振り返りを行い、2023年度も継続して実施することを確認した。

（２）FS合同ワークショップ基調講演
• 2/22次世代計算機版に係る調査研究事業の合同ワークショップの基調講演の「講師リスト」を作
成し、ワークショップ開催へ向けた支援を行った。
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4-3. その他、中長期的なSociety5.0の実現に対応した企画立案支援

中長期的なSociety5.0の実現に対応した企画立案の素材となる情報として、下記を連携した。これらは、今
後、R-CCSとの具体的な接点が見出された場合、S5拠点として取り組む可能性がある。

１）流域治水に関する産官学コンソーシアムの情報提供
政府における流域治水政策活動に対し、流域全体での情報・技術の活用により、より一層の水害の軽減を
図ると共に防災（治水）観点だけでなく、利活用（利水）の観点での社会課題解決が重要。
治水・利水を両立する流域DXにおいて、高精度の気象予測等、R-CCS保有技術・「富岳」との接点が想
定される。

２）民間企業 気候変動リスク評価ビジネスの情報提供
今後は行政・企業が、気候変動リスクを「ただ恐れ、対策を徹底」するのではなく、明確な根拠（シミュレーシ
ョンによる予測等）をもって「適応」することが求められる。気候変動リスク評価ビジネスと、R-CCS保有技術
・「富岳」の連携が、新たなSociety5.0の実現に向けたソリューションモデルとなる可能性がある。
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